
（別紙３）

～ 2026年　2月　27日

（対象者数） 17 （回答者数） 13

～ 2026年　2月　27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・プログラムのバリエーション不足の解消を図る為、

多方面からの情報収集をしていく。

・集団活動、個別活動を提供し、個々の成長を重んじ

た活動内容にする事。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・少し足を伸ばしてでも参加回数を増やす。

・交流の図れる場所へ出向くようにする。

2

・連絡帳やＬＩＮＥで保護者にＳＮＳを周知してもら

うことで活動内容をしってもらう。

・事業所会報などを配布しＳＮＳ以外での情報共有に

努める。

3

子どもの特性に合わせた活動を考え、取り組んでいるこ

とで集団でのコミュニケーションがあり楽しめている。

・集団活動を取り入れ可能な限り全員参加できるような

プログラムしている。

・活動を通じ子どもたち同士の関わりを増やすことで、

コミュニケーション能力の向上に繋げている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の交流が少なくあまり図れていない。 地域の祭りやイベントに数回は参加しているがそもそも

の回数が少ない為、限られた人数しか参加できていな

い。

情報発信不足。 インスタグラム・フェイスブックを利用しているがあま

り周知されていない。

2026年　2月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ムーミンハウス

○保護者評価実施期間 2026年　2月　16日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表 公表 


